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《編集後記》 

  あっという間の師走です。本当にこの１年、いろいろな

ことがありました。良いことも悪いことも全て受け入れて

いかなければいけないのですが、人生の一回性を強く感じ

ます。生きている人間が努めなければならないことがたく

さんあると思います。今年も１年大変お世話になりまし

た。なお、１月になりますと、確定申告の時期になります。

今、障害者控除がとても難しいです。本来は身体障害者手

帳にての判断ですが、介護保険対象者でも市に申請すると

障害者の認定が下ります。障害者控除が使えます。 

 ご家族にそのような方がいらっしゃいましたら市に相談

なさるといいと思います。 

 

 

 国税通則法の改正といわれても、皆様方にはなんの 

ことだかわからないと思いますが。国税通則法は国税 

に関する基本的な事項及び共通的な事項を定めてい 

る法律です。税法体系の整備を目的とし、納税義務の 

確定、納税手続、国税の還付、付帯税、更正・決定等 

について規定しています。この改正について、更正の 

請求、更正の期間延長の期間が、今までの１年から５ 

年に延長になりました。これは、納めた税金が多すぎ 

たために返していただく時の期間です。これにより基 

本的に、納税者による修正申告・更正の請求、課税庁 

による増額更正・減額更正の期間が全て一致していま 

す。いままで、一度申告した税額が過大であったため 

に税金を戻していただける期間が、１年間だったため 

に、もしそれ以前の誤り分があった時は、嘆願書なん 

て書いていました。とても変ですよね。誤り分を多く 

申告する場合には、５年７年とさかのぼるのに、返す 

時は１年だったのです。これが５年になりましたとい 

う話です。十分注意はしていますが、コミュニケーシ 

ョン不足のための誤りは発生します。なにかございま 

したら、監査担当者に相談ください。 

 

 先月から引き続き、“小さな会社の経営の心”から 

１．強い組織とは 

  組織というのは、ある共通の目的のために働く、

専門家集団のことである。企業も1つの組織であ

るが、強い組織は次のような特性を持っている。 

 ① ｢1つの目的に集中する｣組織は強い。 

 ② ｢使命が明確な｣組織は強い。 

 ③ 組織構成員の｢専門知識のレベルが高い｣組織

は強い。 

 ④ 組織構成員の｢団結が固い｣組織は強い。 

 ⑤ 常に｢ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの行き届いている｣組織は強い。 

 ｢強い｣ということは、｢目的を達成する能力が高い｣ 

ということである。企業が生きる環境は常に変化し 

ている。その変化する環境のなかで｢業を企てる｣こ 

とを目的とする企業が成功するには、｢環境変化に 

いかに的確に対応できるか｣がキーポイントにな 

る。そのためには、この五項目を満たす組織が強い 

企業であることは用意に理解できる。また、環境の 

変化が早いということは、常に不確実性がつきまと 

っているということであるが、その不確実性をすこ 

しでも軽減するために必要なのが｢情報｣である。し 

かし、情報は個人レベルに埋没している限りは企業 

として意味をなさない。情報は共有化されて初めて 

有用なものとなり、それを共有化する場が「経営会 

議」である。毎週行う経営会議で活発なコミュニケ 

ーションを行うことが、会社を強くするのに不可欠 

なことがわかる。その意味でいつも受け身の立場で 

経営会議に参加するのは、会社の幹部として許され 

ないことと心得たい。 

＊不確実性がつきまとう環境のなかで行動を起こ 

すには、情報の共有化→計画→実行→反省のサイ 

クルを繰り返すことが大切である。 

＊不確実ななかで行動するのだから失敗がゼロで 

はあり得ない。その失敗をどれだけ軽いものに 

し、トータルの結果として成功を収めることが出 

来るかはどれだけ迅速にこのサイクルを回すこ 

とが出来るかである。 

＊“経営会議”の重要性が改めて認識される。 

小さな会社の経営の心から 

幹部、管理職へ送り続けるメッセージ 

日本政策金融公庫  （H25.11.14現在） 

普通貸付金利 1.45～3.65%   

経営改善貸付 特利F1.60% 

 

改正された国税通則法について 
 

日税連の指導研修部 OB

会は、今年は修善寺でし

た。修善寺の竹林です。

伊豆に石川さゆり歌の

歌詞にある浄蓮の滝が

本当にあることを、初め

て知りました。  


